
 

 

            

            

             

尾倉中学校だより  ＮＯ．４   令和 7年 7月 1日(火) 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾倉中学校だより 「チーム尾倉」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  暑い日が続いていますね。教室はエアコンが入り快適ですが、屋外はうだる 

暑さです。熱中症に気をつけましょうね。栄養・睡眠、しっかり！です。 

 ６月１日（日）に行われた体育大会について、生徒・保護者の方の感想やご 

意見を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くのコメントをありがとうございました。いただきました貴重なご意見を参考にさせていただき、 

今後、「子どもたちにとってよりよい行事」となるよう検討してまいります。 

 

 
 下記のように、昨年度より校友会費を変更させていただいています。これによる減収分を補填するため 

に「部活動応援金」として、１２２,０００円のご協力をいただきました。ありがとうございました。 
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《文責》 

尾倉中学校  校長  髙宮 滋 

～ 自主 創造 協力 ～ 

 

 

 



 

 

保護者・地域の皆さまの中には、「部活動」と聞いて、友情・努力・チームワーク 

など、青春時代のよき思い出となっていらっしゃる方が多いのではないでしょうか。 

これまでの経緯  

一方、皆さんご承知の通り、わが国は「少子化」に歯止めがかからず、 

２０２４年の出生数は過去最少を記録し、初めて７０万人を下回るという 

報道がなされました。現在、本市中学校の生徒数は、全国的な傾向と変わらず、 

減少傾向にあり、従来の部活動数の維持が困難となってきています。特に、軟式野球やサッカーなどの団 

体競技においては、在籍校に希望する部活動がないために、近隣校の部活動に所属し、「連携部活動」とい 

う形をとる生徒がいます。また、部員数が大会等への出場選手数を満たせないため、近隣校と合同でチー 

ムを編成する「合同部活動」の形をとる場合もあります。 

  加えて、教員の長時間勤務が長年問題視されており、教育の質の低下や教員不足の一因と言われていま 

す。本来は休日であるはずの土日に、教員が部活動指導に当たっていることが、長時間勤務の大きな要因 

の一つと指摘されています。 

  部活動の地域移行 → 地域展開 

  当初は、このことを部活動の「地域移行」と呼んでいました。しかし、この「移行」という言葉からは、 

学校の部活動を地域に移す（投げ渡す）という意味に取られてしまいがちであり、ややもすると学校と地 

域が、異なる（対立した）立場と受け取られてしまうため、部活動の「地域展開」と改められました。 

 本市 今後のながれ 本市教育委員会が、これからの部活動について以下のように記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
                

 

 

 

 

 

   

 

 

 


